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テーマ：秋・冬
新年のご挨拶
“やりたかったこと” “もう一度やりたいこと”を私たちと
えんゆうの郷・なぎさの秋・冬の思い出

誠光福祉会は、開設してから今日まで利用者様や地域の方 ま々
た行政・各事業者の方々などたくさんの人との出会いを大切にして運

営して参りました。これからも「ぬくもりと心地よさのある施設」を目指し、人と
の出会いを大切に地域と共生できる法人となれるよう出会いを未来に繋げ

ていく思いを結～むすび～にこめました

■  社会福祉法人  誠光福祉会
なぎさ
【グループホームなぎさ】【デイサービスセンターなぎさ】
〒525-0015滋賀県草津市集町260-1
電話 077-568-5100 ＦＡＸ 077-568-5111

■  社会医療法人  誠光会
◎草津総合病院
滋賀県草津市矢橋町1660 
電話 077-563-8866　

・指定居宅介護支援事業所　ふれあい
電話 077-516-2347　

◎本陣事業所
滋賀県草津市草津3丁目9番14号

・草津市　草津地域包括支援センター（委託事業）
電話 077-561-8144　

・草津市訪問看護ステーション　本陣サテライト
電話 077-564-2228　

◎南草津健診センター
滋賀県草津市南草津2丁目3番地7号 
電話 077-516-2500　

◎草津介護医療院
滋賀県草津市矢橋町1660 
電話 077-563-8866　

◎栗東市　
　栗東西地域包括支援センター（委託事業）
滋賀県栗東市小柿1丁目10番10号　ゆうあいの家内
電話 077-584-4121　

◎介護老人保健施設　草津ケアセンター
滋賀県草津市野村2丁目13番13号
電話 077-567-1122　

・指定居宅介護支援事業所　きらら
電話 077-567-5177　

・草津ケアセンター　訪問介護ステーション 
電話 077-567-5300　

・草津市訪問看護ステーション
電話 077-564-2228　

えんゆうの郷    
【特別養護老人ホームえんゆうの郷】【ショートステイえんゆうの郷】
〒525-0063滋賀県草津市南山田町761
電話 077-598-1866 ＦＡＸ 077-598-1766
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社会福祉法人 誠光福祉会
えんゆうの郷 特別養護老人ホーム／ショートステイ 

なぎさ グループホーム／デイサービスセンター10月7日、特養増床工事着工に先立ち地鎮祭を執り行いました。
立木神社神職にお越しいただき、設計・建築に関わる皆様の工事の安全と施設の繁栄を祈願いたしました。

ユニット型特養 全室個室 70床増床します!

地鎮祭の様子

完成イメージ図

新しい施設だからこそできることが
あります！
知識や経験を活かし、皆で楽しく理
想の施設を創りませんか？

介 護 職 員・看 護 師
スタッフ募集！！

経験不問
・

無資格者歓迎



新年のご挨拶新年のご挨拶 誠光福祉会 理事長  䕃山 清司誠光福祉会 理事長  䕃山 清司

外 出外 出紅 葉紅 葉
“やりたかったこと

”

“もう一度やりたい
こと”を

私たちと

　ラーメンが食べたいと言
うご本人の希望を受け、奥
様もお誘いし一緒に外食に出掛けました。
　お店では念願の「味噌ラーメン」を注文され、この時ば
かりは一度も咽ることもなく、「おいしかった」と完食され
ました。
　外出の道中、奥様から昔は良く夫婦で一緒に出掛け
たこと、ご自宅で介護をされていた頃のお話等たくさん
聞かせていただきました。
　私たちは「今」だけでなく、その方のこれまでの生活や
暮らしの意向、好みを教えていただきながら、ご本人の
「したいこと」に目を向け、ご家族とも相談しながら生活
の中で実現していきたいと考えています。

「ラーメンが食べたい」

　秋晴れの中、総勢18名で文化ゾーンに出掛けま
した。外で食べるお弁当は格別でした。

9月13日、入居者さんの長寿を祝し「敬老祝賀会」を開催しました。

なぎさの秋の風物詩「運動会」が10月に開催されました。

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えになら
れたことと、心からお慶び申し上げます。
　今年は子年で新しい運気のサイクルの始まりです。植
物に例えると成長に向かって種子が膨らみ始める時期で
あり、未来への大いなる可能性を感じさせる年と言われ
ています。また、オリンピックイヤーでもあり、日本中に新
たな感動と希望をもたらしてくれると期待しています。
　昨秋、日本で開催された「ラクビーワールドカップ」では
初のベスト8進出という歴史的な快挙を成し遂げました。
外国出身者も多く、さまざまな文化を持つ選手たちが強く
結束した「ONE TEAM（ワンチーム）」になることで、体格
で優る強豪と互角以上に渡り合えることを世界に示し、さ
らなる躍動の可能性を示しました。私自身もにわかファン
となり、熱い感動を受け、強い組織とは何なのか…、リー
ダーとは何なのか…、仲間、絆とは何なのか…を考えさせ
られたように思います。
　さて当法人の一年を振り返ってみますと、昨年は大きな
飛躍の一年であったと思います。
　一昨年より誠光会グループに参画し、一定の方向性を
見出すことができました。今年は、特別養護老人ホーム

『えんゆうの郷』の増床建築という大きな事業がありま
す。地域の皆様や職員の皆様のお知恵やお力をお借り
し、100％稼働のオープンを目指して参りますのでご理
解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
　本年も地域の皆様とのご縁を大切にし、サービスをさ
らに充実・向上させ、地域社会の介護ニーズにより一層
応えられる法人を目指して参ります。
　皆様方の変わらぬご支援とご指導ご鞭撻を賜ります
ようお願いを申し上げるとともに皆様のご健康とご多幸
をお祈りし、新年のご挨拶とさせていただきます。

　午後からは喫茶を開き、お好みの和菓子と
お抹茶を召し上がられ、ご家族と一緒に楽しい
ひと時を過ごしていただきました。

　米寿・卒寿・最高齢の方々に「感謝状」の贈呈を行い、職員
から入居者さんへ日頃の感謝をお伝えしました。

　地域で活動され
ておられる方々の
日本舞踊を披露し
て頂きお祝いに華
を添えていただき
ました。

　手先を器用に使って作成された小
物から季節に合わせた壁掛けなど、1
年間を通して多くの作品を作成して
下さいました。

11月18日から20日までの3日間、えんゆうの郷・なぎさの利用者さんが作成された作品を展示させていただきました。

　紅組・白組に分かれて入場行進から始まり、パン
食い競争や玉入れでは、競争意識に火が付いたの
かいつもより機敏な動き！！
　この時ばかりは皆さん子ど
もの頃に返り笑顔にあふれて
楽しまれました。
　利用者さんのそれぞれの出
来る能力に合わせて、工夫する
のがなぎさの特徴です！

　皆さん作品を観ながら、温かい飲み物
で“ほっと一息”楽しい歓談の時でした。
　最終日には、地元の方からいただいたさつま芋で“焼き芋”を
し、会場は甘い香りに包まれ、皆さん笑顔で召し上がられました。

外で食べると

おいしいな

外に出るのは

気持ちいいな

えんゆうの郷・なぎさの秋・冬の思い出

敬老祝賀会～えんゆうの郷～

えんゆう祭・焼き芋～えんゆうの郷～

運 動 会～なぎさ～

惜しい！
もうちょっと

選手入場！


